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本
寺
の
寺
名
で
開
山

　

大
永
寺
は
、
慶
長
二
年

（
一
五
九
七
）、
小こ

ひ
じ土

村
に
禅

仏
教
の
教
え
を
広
め
る
た
め
に
、

心
岳
寺
六
世
閑か

ん
そ
う
じ
ゅ
ん
が
く

巣
順
学
師
を

開
山
と
し
て
開
創
さ
れ
ま
し
た
。

蓮れ
ん
ぶ
つ
ざ
ん

佛
山
大
永
寺
の
名
は
、
本
寺

そ
こ
知
り

志
太物

語
の
心
岳
寺
の
寺
名
で
し
た
。
開

創
に
当
た
っ
て
、
開
基
の
三

さ
ん
じ
ょ
う条

実さ
ね
も
ち望
の
母
の
法
名
、
円

え
ん
じ
ょ
う
い
ん
で
ん

成
院
殿

心し
ん
が
く
そ
う
ち
だ
い
ぜ
ん
じ
ょ
う
ほ
う
に

岳
宗
智
大
禅
定
法
尼
か
ら
心
岳

寺
に
変
え
る
こ
と
に
し
、
大
永
寺

の
名
を
新
寺
に
与
え
た
の
で
す
。

　

開
創
後
ま
も
な
く
、
江
戸
幕

府
の
時
代
と
な
り
、
大
永
寺
は

小
土
村
の
発
展
と
共
に
村
の
中

心
と
な
り
、
村
人
の
心
の
拠
り

処
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

豊
川
稲
荷
の
分
閣
を
勧
請

　

明
治
二
十
一
年
（
一
八
九
〇
）、 

二
十
三
世
含が

ん

輝き
れ
い
さ
い

霊
犀
師
は
、
大

寺
名
は
本
寺
心し

ん

岳が
く

寺じ

の
元
寺
名

鎮ち
ん
じ
ゅ守

と
し
て
豊
川
稲
荷
を
勧
請

に
よ
り
、
総
て
の
伽が

ら
ん藍

が
灰か

い
じ
ん燼

に
帰
し
た
た
め
、
二
十
三
世
と

二
十
四
世
の
二
代
に
わ
た
っ
て

伽
藍
再
建
を
果
た
し
、
昭
和

四
十
二
年
、
豊
川
稲
荷
の
本
殿

を
鉄
筋
造
り
と
し
ま
し
た
。
豊

川
稲
荷
は
三
月
の
第
一
土
曜
日

に
初
午
大
祭
を
し
て
い
ま
す
。

境
内
の
咳せ

き
よ
け除

地
蔵
尊

　

境
内
に
は
、
咳
除
地
蔵
尊
が

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
享

き
ょ
う
ほ
う保

七
年

（
一
七
二
二
） 

、
村
に
大
変
咳

が
出
る
風
邪
が
流
行
し
、
旅
の

行ぎ
ょ
う
じ
ゃ

者
が
病
を
治
す
お
地
蔵
様
を

造
り
、
村
の
中
央
の
辻
に
安
置

し
た
の
で
す
。
そ
し
て
咳
が
治

る
と
い
う
噂
が
、
近
隣
の
人
々

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
道
端

は
大
混
雑
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

当
時
の
住
職
が
寺
の
中
に
お
堂

を
建
て
て
お
祀
り
し
ま
し
た
。

八
月
の
盆
明
け
の
日
曜
日
に
地

蔵
ま
つ
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
平
成
二
十
五
年
、

竹
田
教き

ょ
う
ど
う道

現
住
職
が
大だ

い
じ
ゅ
か
い

授
戒
会え

を
行
い
ま
し
た
。
焼
津
市
小
土

二
五
三
（
小
嶋
良
之
）

　

蓮
華
寺
池
公
園
の
一
角

に
六
月
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が

一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ

Ａ
Ｂ
Ｏ
が
運
営
す
る
民
間

複
合
施
設
「
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｈ
Ａ
」

で
す
。
一
階
に
飲
食
店
と
雑

貨
店
。
二
階
に
ヨ
ガ
ス
タ
ジ

オ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
い
う
構

成
で
す
。

　

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
や
オ
ー

永
寺
の
鎮
守
と
し
て
愛
知
県
豊

川
の
曹
洞
宗
妙み

ょ
う
ご
ん
じ

厳
寺
に
祀
ら

れ
て
い
る
豊
川
稲
荷
の
分
霊
を

勧
請
し
ま
し
た
。
豊
川
稲
荷
の

霊
験
を
受
け
て
地
域
が
豊
作
と

な
り
、
商
売
繁
盛
す
る
こ
と
で

人
々
が
幸
福
に
な
る
こ
と
を
願

っ
た
の
で
す
。
焼
津
で
は
漁
業

関
係
者
の
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。

　

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）、
火
災

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

民
間
複
合
施
設「
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｈ
Ａ
」

志
太
新
名
物
探
訪

ガ
ニ
ッ
ク
の
食
材
、
地
産
の
も
の

を
使
っ
た
食
事
を
提
供
す
る
お

店
が
入
居
。
一
階
の
飲
食
店
は
、

三
つ
の
店
舗
が
曜
日
替
わ
り
で

二
日
ず
つ
営
業
し
、
日
曜
日
は

そ
れ
ぞ
れ
が
週
替
わ
り
で
営
業

し
ま
す
。
開
放
感
溢
れ
る
イ
ー

ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
蓮
華
寺
池
と

の
一
体
感
を
楽
し
み
な
が
ら
飲

食
が
で
き
ま
す
。

　

二
階
の
店
舗
か
ら
も
大
型
の

窓
か
ら
蓮
華
寺
池
が
望
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

豊
川
稲
荷
分ぶ

ん

か

く閣
の
あ
る 

大だ

い

永え

い

寺じ

県
内
初
の
設
置
で
す
ね
。

　

こ
う
し
た
窓
口
の
先
行
事
例

と
し
て
は
、
大
分
県
の
別
府
市

が
三
年
程
前
に
設
置
し
た
「
お

悔
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
り
ま

す
。
全
国
の
六
つ
の
市
の
事
例

を
参
考
に
し
て
「
ご
遺
族
手

続
き
支
援
コ
ー
ナ
ー
」
を
六
月

三
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

五
月
二
十
日
発
行
の
広
報
に
掲

載
し
て
告
知
を
開
始
し
、
同
時

に
こ
の
日
か
ら
死
亡
届
の
受
取

時
に
新
し
い
手
続
き
支
援
コ
ー

ナ
ー
の
ご
案
内
を
お
渡
し
し
て

い
ま
す
。

今
ま
で
の
届
け
出
は

　

こ
れ
ま
で
も
死
亡
届
の
受
取

時
に
必
要
と
な
る
書
類
の
一
覧

な
ど
は
お
渡
し
し
て
い
ま
し
た
。

死
亡
後
の
届
け
出
は
、
健
康
保

険
の
加
入
状
況
や
資
産
の
有

無
、
家
族
構
成
な
ど
に
よ
っ
て

必
要
な
手
続
き
が
異
な
り
、
最

大
十
四
の
課
に
届
け
出
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
し
た
。

届
け
出
の
課
も
市
役
所
の
各
所

に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
窓
口
に
届
け
る
た
び
に
待
ち

時
間
も
発
生
し
、
何
枚
も
の
書

類
に
記
入
す
る
手
間
も
大
変
な

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

一
括
処
理
の
窓
口
で
は

　

死
亡
届
提
出
時
に
必
要
な
手

続
き
の
一
覧
と
「
ご
遺
族
手
続

き
支
援
コ
ー
ナ
ー
」
の
ご
案
内

を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
予
約

を
頂
い
た
時
点
で
必
要
な
手
続

き
を
事
前
に
把
握
し
、
住
所
や

氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
を
あ
ら

か
じ
め
印
字
し
た
関
係
書
類
を

用
意
し
ま
す
。
そ
の
場
で
の
記

入
項
目
も
少
な
く
、
短
時
間
で

手
続
き
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

利
用
の
仕
方
に
つ
い
て
　

　

予
約
は
、
お
電
話
で
申
し
込

み
頂
け
ま
す
。
窓
口
の
利
用
時

間
は
九
時
か
ら
十
七
時
ま
で
。

一
階
の
市
民
課
内
に
設
置
し
た

個
室
で
対
応
し
ま
す
。

　

午
前
は
、
九
時
と
十
時
三
十

分
。
午
後
は
一
時
、
二
時
二
十

分
、
十
五
時
四
十
分
の
計
五

回
で
す
。
大
体
一
時
間
程
度
で

コ
ー
ナ
ー
で
の
手
続
き
が
終
わ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
予
約

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
は
六
四
五
│

四
一
四
〇
で
す
。

死
亡
後
手
続
き
専
用
窓
口
設
置

静
岡
県
内
で
は
初
め
て
の 杉

村 

成
美

藤
枝
市
市
民
文
化
部
市
民
課
長

▲本堂

▲山号・蓮佛山の扁額

▲本堂

▲豊川稲荷分閣

▲咳除地蔵尊

▲平成25年の大授戒会
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● 

石
津
西
公
園 
20

● 

臨
港
南
公
園 
18

● 

栃
山
川
緑
地
公
園 

17

● 

石
津
浜
公
園 

14

● 

栃
山
川
自
然
生
態
観
察
公
園 

13

● 

焼
津
市
大
井
川
河
川
敷
運
動
公
園 

７

● 

宗
高
さ
く
ら
公
園 

７

● 

河
原
富
士
見
公
園 

７

● 

石
津
中
央
公
園 

５

● 

田
尻
北
公
園 

４

● 

大
覚
寺
公
園 

２

● 

松
原
公
園 

２

● 

小
川
公
園 

２

● 

公
園
特
集
と
て
も
役
に
立
ち
ま
し
た
。
地
元

な
の
に
こ
ん
な
に
公
園
が
あ
っ
た
な
ん
て
知

ら
な
か
っ
た
で
す
。

● 

公
園
め
ぐ
り
い
い
で
す
ね
。
自
宅
周
辺
に
こ

ん
な
に
も
目
の
保
養
に
な
る
公
園
が
あ
る
と

は
し
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
天
気
の
い
い
日

に
散
策
し
た
い
で
す
。

● 

地
元
の
事
件
簿
に
「
自
宅
敷
地
内
に
無
施
錠

で
盗
ま
れ
た
」
の
記
述
を
み
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
考
え
直
し
ま
す
。

● 

今
回
の
ラ
ン
チ
特
集
は
お
い
し
そ
う
な
店
が

多
か
っ
た
の
で
、
今
後
も
ラ
ン
チ
特
集
を
掲

載
し
て
ほ
し
い
で
す
。

● 
志
太
物
語
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

● 「
む
る
ぶ
」
は
と
て
も
情
報
が
豊
か
で
、
す
み

か
ら
す
み
ま
で
目
を
通
す
と
と
て
も
広
が
り

を
感
じ
ま
す
。
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
多
く

て
、
そ
の
た
び
に
賢
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
プ
ラ
ス
行
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気

に
な
り
ま
す
。

● 

毎
号
、
地
元
の
身
近
な
記
事
、
特
集
が
多
い

の
で
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
、

こ
れ
か
ら
も
お
願
い
し
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
当
た
っ
た
時
は
、
さ
ら
に
う
れ
し
く
、
毎

号
応
募
し
て
い
ま
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

● 

む
る
ぶ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
検
索
し
読
ん
で
い

ま
す
。
紙
面
で
は
得
ら
れ
な
い
藤
枝
の
情
報

も
楽
し
み
で
す
。
読
者
の
皆
様
の
沢
山
の
感

想
も
興
味
深
く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。

● 

地
元
の
事
で
も
知
ら
な
い
事
が
結
構
あ
っ
て
、

為
に
な
り
ま
す
。

行
き
た
い
焼
津
の
公
園
は
？

ご
意
見
・
ご
感
想

６６
月
号
月
号
読
者
の
声

読
者
の
声
よ
り
よ
り

蓮華寺池公園見て歩き！

蓮華寺池

㉖

㉗

㉘

㉙ ㉚

㉛

㉔
㉓

㉕

㉒ ㉑ ⑳
⑲

⑱

⑦

⑧

Ⓟ

⑭⑩⑨
⑪
⑫

⑮⑬⑯ Ⓟ⑰

⑥
⑤④

②

①




















③

蓮華寺池公園は、面積約２８ｈａ。池の周囲は約１．５ｋｍ。春には、藤まつり、夏には花火大会、冬はイルミネー
ションで賑わいます。昭和６１年、静岡自然１００選に選ばれたこの公園は ｢花・水・鳥・笑顔｣ をテーマに
市民憩いの場所として、毎日多くの人たちに散歩や憩いの場として利用されています。最近、新しい施設が次々
とオープンしましたので、そうした新施設と公園の中に点在する様々な歴史的なスポットをご紹介します。

松田裕康作「翔」①
1987年、 藤 枝ラ
イオンズクラブが
寄贈しました。

松田裕康作「未来への調べ」③
1991年、藤枝ライ
オンズクラブが寄
贈しました。

蓮華寺池地蔵尊と稲荷大明神②
建物の角に庚
申塔もあり、8
月の第三日曜
が縁日です。

ギャラリーれんげじ④
貸ギャラリーで
企画によって開
催日や開 催時
間が変わります。

すろーカフェ モミの木

月火営業で『幻
のソーセージ』 
を使った愛農ドッ
グがおすすめ。

ア・テ・スエ

フェアトレード
の雑貨・衣類・
食品のセレクト
ショップです。

フランスクレープY
ヤ ー

er’m
マット

at

水木営業でブ
ルターニュ出
身のガレット職
人のお店です。

ジャンボすべり台⑱
24m、54m
の2つの滑り
台があります。

レストハウスふじみ⑲
営業は、午前9
時〜午後3時頃。
雨 天 休み。 売
店と休憩所です。

日本庭園⑳
300坪ほどの
日本庭園で、
レストハウス
の隣です。

古墳の広場・富士見平�
28基の古墳
があり、富士
見平からの眺
望も見事です。

泉の広場�
野 外 音 楽 堂
の裏手にあり
ます。

野外音楽堂�
固定席は150
席 、 芝 生 席
は300坪ほど
です。

お姫平�
室町幕府六代
将軍足利義教
の姫が富士山を
見物したとのこと。

子供広場�
2010年リニュ
ーアルされ、新
しい遊具が設
置されました。

おむすびごはん家 むすひ⑥
古民家の空間で
旬の食材と釜炊
きお結びが楽し
めるお店です。

ASUHA（あすは）⑤
この6月にオープンしたばかりの民
間複合施設。1階のレストランは
3店舗がシェア営業形式で、日曜
が週替わりとなっています。

藤枝静男文学碑⑧
2000年に建立。

「一家団欒」の
一節が刻まれて
います。

べんてん広場と弁財天⑦
1973年、藤枝
青年会議所が
広場を整備しま
した。

勝草橋の欄干⑨
昭和7年に作ら
れた鉄筋コンク
リート製の欄干
です。

アートギャラリー ヒュッゲ

アートと過ごす、
つながる空間
を演出する貸
ギャラリーです。

やさい暦

金土営業で地
元の農園で採
れた野菜料理
のお店です。

リラクゼーション カマラ

タイ古式やヨガ
などによるヒー
リングセラピー
スペースです。

中山金作碑と歌碑�
みかん栽培技術向
上に貢献した中山
金作氏の碑と歌碑
です。

頌茶徳�
茶業の繁栄を築
いた先 人の功
績を称えた碑で
1980年建立。

杉村孝作「こもる」�
1995年作のシ
リーズによるも
のです。

和風庭園�
豪州のペンリ
ス市等の友好
都市の記念植
樹があります。

つぼっこロード�
2017年に藤枝
青年会議所が
整備した足つぼ
健康施設です。

滑り台など�
滑り台の隣に
コンクリート
マウンテンな
どがあります。

花菖蒲園の木の歩道�
身近に花菖蒲
が楽しめるよう
に木の歩道が
作られています。

日・時間 内　容
毎月第3日曜日朝7時 れんげじオーガニックマーケットを開催しています。
毎月第一土日 レストハウスふじみの隣で似顔絵・ウフフが似顔絵コーナー開催。

施設 本数
藤棚 約130本
梅園 約380本
桜 約1300本

蓮華寺池顕彰碑�
干拓計画から
池を守った3
人の名主の顕
彰碑です。

れんげじの花文字�
4月から6月にか
けて「れんげじ」
の花文字が浮
かび上がります。

小川国夫文学碑⑩
2011年4月に建
立。「彼の故郷」
の一節が刻まれ
ています。

体験学習室（文学館2F）⑭
気軽にいろいろ
な体験学習が楽
しめる施設です。
月火休館です。

杉村孝作「平和への祈り」⑫
19 8 8 年 作 の

「しゃぐじんシリ
ーズ」です。

松田裕康作「対話」⑯
1987年、郷土
博物館の開館
に合わせて設置
されました。

上伝馬の郵便ポスト⑪
昭和44年まで作ら
れていた郵便差出
箱1号丸型です。

軽便の蒸気機関車⑮
現存する唯一
の 駿 遠 線 の
蒸 気 機 関 車
B-15です。

重岡建治作「大地より空へ」⑬
2007年に文学館
開館に合わせて設
置されました。

郷土博物館と文学館⑰
それぞれ企画展
が行われており、
体験イベントも
お勧めです。

滝の広場�
親水広場とし
て、夏は子供
たちが水遊び
をしています。

芝生公園�
約1200坪の
広場で天と地
と人のモニュメ
ントがあります。

藤の里広場�
様々な種類の
藤が植えられて
いて、藤のトン
ネルもあります。

蓮華寺池公園の歴史

昔、沼地だった蓮華寺池は、江戸時代はじめに灌漑用の溜池として堤
防が整備され、若王子・市部・五十海の共有の用水となりました。池に
は蓮が生い茂り、蓮池と呼ばれていました。明治2年に干拓計画がありま
したが、3人の名主が池を
守りました。室町時代に蓮
花寺が北側の山にあったた
め、蓮華寺池と呼ぶように
なったとの言い伝えがありま
す。昭和48年から総合公
園として整備されました。

ボート乗り場�
あずまそが営
業しています。
30分1100円
から。

日本料理　あずまそ�
お 昼 の1080
円の蓮華寺ラ
ンチがお勧め
です。

れんげじスマイルホール�
無料の子供向
け室内運動施
設等があります。
木曜休場。

スターバックスコーヒー�
テラス席があり、
ロケーション抜
群の人気全国
チェーンです。

マツウラコーヒー�
自家焙煎のコ
ーヒー店です。
抹茶・オ・レ
も人気です。

県立藤枝西高校跡地記念碑�
2018年 に 創
立100周年を
記念して建立
されました。

イベント

花の施設

■ 色は施設・史跡
■ 色は営業店舗
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編 集長 後 記

むるぶ 検 索 ・むるぶ Fa ce b o o k

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム 054-635-4651
薮崎新聞店 054-629-2002 
長倉新聞店 054-629-1220
塩川新聞舗 054-629-2055
土井新聞店 054-622-0632
大井川新聞販売 054-662-2211

江﨑新聞店 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社 054-641-0053
いけたに新聞店 054-643-1000
太田新聞店 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，行ってみたい蓮華寺池公園の場所は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは みなく～る でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　7月5日㈮
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

大永寺にあるのは何の分閣？

　〇〇〇〇（漢字4文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中から
抽選で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券（3D不
可）」、「焼津笑福の湯ご招待券」をプレゼントしま
す。応募人数によりどれかになります。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

www.cineprego.jp

　先日、読者プレゼントの当選確率はどの位かと聞か
れました。正確な確率はわかりませんが、映画招待券
は、競争率が１０倍から１２倍位です。毎月応募しても
年に１回当たるかどうかという感じです。では、入浴
券はどうかといえば、こちらは３倍から４倍で映画券
よりは当選確率が高いといえそうです。（小嶋良之）

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒 426-0041　藤枝市高柳 1 丁目 17-23（共立アイコム内）

azkaruのご案内
◆無駄な資材をつくらない新しい在庫管理システム
　今年５月にリリースされた新サービス「azkaru」。『無
駄な資材を作らない在庫管理システム』として、出庫状
況グラフやコスト比較によるコスト削減が実現可能とな
ります！
　さらに、名刺一括管理や効果測定型ＤＭやパンフレッ
ト、ＰＯＰの作成、電子ブック配信、必要ページだけを
切り抜き冊子にする「り・ぶっく」機能など様々な機能
を搭載しています。
　業務効率化とコスト削減だけでなく、マーケティング
ツールとしてお客様のビジネスに貢献できる在庫管理シ
ステムです！

ア ズ カ ル



7月の休日緊急医

小児科
・

7日（日） 14日（日） 15日（祝） 21日（日） 28日（日） 7日（日） 14日（日） 15日（祝） 21日（日） 28日（日）

5

〈内･小〉みやはら内科クリニック
（小石川町一）
�647･5670

〈内〉すみや脳神経クリニック
（本町二）
�647･5511

花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

〈内〉花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

〈小〉小石川町小児科･アレルギー科･
皮ふ科クリニック（小石川町一）

�644･8800
〈内〉青島北クリニック

（瀬古二）
�647･7707

高松整形外科
（岡出山三）
�643･2378

〈内･小〉にわ医院
（藤岡一）
�645･2800

〈内〉吉田クリニック
（大洲四）
�634･0006

〈内〉山﨑クリニック
（志太二）

�645･1211

山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

〈内･小〉藤岡クリニック
（藤岡二）
�641･6288

〈内〉サニーメディカルクリニック
（駅前二）
�641･2052

〈小〉田熊こどもクリニック
（瀬古二）
�647･5225

はまべ整形外科
（上藪田）

�648･1500

〈内〉井澤内科クリニック
（本町二）
�644･5566

〈内〉岩田クリニック
（焼津市宗高）
�662･2311
〈内〉大井医院
（高洲）

�635･2088

秋山医院
（本町三）
�641･6175

〈内･小〉三倉医院
（五十海四）
�644･1235

ふじえだ耳鼻科
（上藪田）

�648･1000

あるふぁ歯科
（高柳）

�637･2345

吉田耳鼻咽喉科医院
（焼津市下小田）
�623･1187

藤枝眼科クリニック
（青木二）
�647･7770

緑の森歯科
（岡出山一）
�646･2121

まつなが耳鼻咽喉科クリニック
（駅前二）
�645･3387

〈皮〉きたむら皮フ科クリニック
（水守一）
�631･4412
浅井歯科医院
（高岡一）
�636･8241

八楠耳鼻咽喉科
（焼津市八楠四）

�629･5566

おおはし歯科クリニック
（水守一）
�641･6591

あまの耳鼻咽喉科クリニック
（田中三）

�646･3313

小川眼科医院
（本町二）
�641･0160

溝越歯科医院
（上藪田）

�638･1184


